
もうすぐ1年生。

ちつちやな胸は、

希望でLlつばLl。
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今春、小学校に入学予定の子どもたち

は190人（2月20日現在）。

その子どもたちに、少しでも学校の雰

囲気に慣れてもらえばと各小学校で新1

年生1日体験入学かありました。写真は、

2月20日に行われた浅木小学校での1コ

マ、子どもたちは小さな胸を期待でいっ

ぱいにふくらませながら、お兄さんやお

姉さんの授業風景や学校内の施設を見て

回りました。

4月9日の入学式が待ち遠しいですね。

亭 主∴i葛喜 � � � � � � �∴　　： ●● 
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4
月
1
日
か
ら
　
消
費
税
が
変
わ
り
ま
す

－
　
消
費
税
と
地
方
消
費
税
と
を
合
わ
せ
た
税
率
が
5
％
に
　
－

「
働
き
盛
り
世
代
」
　
の
所
得
課
税
の

負
担
軽
減
と
世
代
間
の
公
平
を
目
指
し

た
「
税
制
改
革
」
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

所
得
税
・
個
人
住
民
税
の
減
税
が
平

成
1
年
度
か
ら
先
行
実
施
さ
れ
る
と
と

も
に
、
消
費
税
が
改
正
さ
れ
、
ま
た
新

た
に
地
方
消
費
税
が
創
設
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
改
正
は
、
平
成
9
年
4
月
1
日
か

ら
適
用
さ
れ
ま
す
。
、
王
を
改
正
点
と
地

方
消
餓
税
の
概
要
は
以
下
の
と
お
り
で

す
。
詳
し
く
は
、
最
寄
り
の
税
務
署
、

税
務
相
談
室
で
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

雷
等
の
表
示
な
ど
を
大
幅
に
変
更
す
る

必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
税
率
に
つ
い
て

は
3
％
か
ら
5
％
に
変
更
す
れ
ば
よ

く
、
税
額
の
1
円
未
満
の
端
数
処
理
も
、

5
％
を
税
率
と
し
て
行
っ
て
く
だ
さ

い
。
ま
た
、
消
従
者
の
皆
さ
ん
が
買
い

物
を
す
る
際
の
手
間
も
こ
れ
ま
で
と
変

わ
り
ま
せ
ん
。

中
小
事
業
者
に
対
す
る
特

例
措
置
が
改
正
さ
れ
ま
す

消
費
税
と
地
方
消
費
税
を

合
わ
せ
た
税
率
が
5
％

に
な
り
ま
す
。

平
成
9
年
4
月
1
日
以
降
に
行
わ
れ

る
取
り
引
き
に
つ
い
て
は
、
酒
質
税
の

税
率
が
4
％
　
（
現
行
3
％
）
　
に
な
り
ま

す
。
ま
た
、
新
た
に
創
設
さ
れ
る
地
方

消
鷲
税
の
税
率
は
、
消
費
税
額
の
2
5
％

（
消
費
税
率
換
算
で
1
％
相
当
）
　
に
な

る
の
で
、
消
費
税
と
地
方
消
欝
税
と
を

合
わ
せ
た
税
率
は
5
％
に
な
り
ま
す
。

●
説
額
の
1
円
未
満
の
講

数
処
理
は
5
％
を
前
提

に
行
い
ま
す

事
業
者
の
皆
さ
ん
は
、
レ
ジ
や
請
求

●
事
業
者
免
税
点
制
度
の

見
直
し
が
行
わ
れ
ま
す
。

そ
の
事
業
年
度
の
基
準
期
間
が
な
い

法
人
　
（
社
会
福
祉
法
人
を
除
く
）
　
の
う

ち
、
そ
の
事
業
年
度
開
始
の
H
に
お
け

る
資
本
ま
た
は
航
資
の
金
額
が
、
一
千

万
日
以
上
で
あ
る
法
人
　
（
新
設
法
人
）

に
つ
い
て
は
、
そ
の
基
準
期
間
が
な
い

事
業
年
度
　
（
課
税
期
間
）
　
の
納
税
義
務

は
免
除
さ
れ
ま
せ
ん
。

●
簡
易
課
税
制
度
が
改
正

さ
れ
ま
す

用
適
用
上
限
額
が
引
き
下
げ
ら
れ
ま
す

仕
入
れ
に
か
か
る
消
謡
税
額
の
計
算

に
当
た
り
、
現
在
基
準
期
間
の
課
税
売

上
高
が
4
億
円
以
下
の
事
業
者
は
、
み

な
し
仕
入
れ
率
を
用
い
る
こ
と
が
で
き

ま
す
が
　
（
簡
易
課
税
制
度
）
、
そ
の
適

用
上
限
額
が
4
億
円
か
ら
2
億
円
に
引

き
下
げ
ら
れ
ま
す
。

㈲
み
な
し
仕
入
率
が
5
区
分
に
な
り
ま

す平
成
8
年
度
税
制
改
正
に
よ
り
、
み

な
し
仕
入
率
が
実
態
に
合
わ
せ
て
4
区

分
か
ら
5
区
分
に
改
正
さ
れ
、
不
動
産

業
、
運
輸
通
信
業
、
サ
ー
ビ
ス
薬
の
み

な
し
仕
入
率
は
的
％
　
（
現
行
0
0
％
）
　
と

な
り
ま
す
。

●
限
界
控
除
制
度
が
段
階

的
に
廃
止
さ
れ
ま
す

課
税
期
間
の
課
税
売
上
高
が
、
五
十

万
円
未
満
の
場
合
に
納
付
税
額
が
軽
減

さ
れ
る
限
界
控
除
制
度
が
塵
正
さ
れ
ま

す
　
（
平
成
8
年
4
月
1
日
か
ら
平
成
9

年
3
月
3
1
日
ま
で
に
終
了
す
る
課
税
期

間
お
よ
び
平
成
9
年
4
月
1
日
前
に
開

始
し
、
同
日
以
降
終
了
す
る
課
税
期
間

に
つ
い
て
は
、
一
定
の
金
額
を
限
度
と

す
る
経
過
的
な
塘
路
が
あ
り
ま
す
。
）

記
載
し
た
帳
簿
の
保
存
に
加
え
、
請
求

書
な
ど
取
り
引
き
の
事
実
を
証
明
す
る

時
頼
　
（
ィ
ン
ボ
イ
ス
）
　
の
保
存
が
仙
人

税
額
操
除
の
要
件
と
な
り
ま
す
。

税
率
に
関
す
る
経
過
措
置

が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す

今
山
の
改
正
に
当
た
り
、
旅
客
避
筒
、

稚
気
料
金
、
ガ
ス
料
金
、
観
劇
等
の
入

場
料
な
と
の
う
ち
、
一
定
の
要
件
を
満

た
す
も
の
に
つ
い
て
は
経
過
描
問
が
設

け
ら
れ
、
現
行
税
率
　
（
2
％
）
　
が
適
用

さ
れ
ま
す
。

地
方
消
費
税
が
創
設
さ
れ

ま
し
た
。

税
額
護
と
な
り
ま
す
。

㈲
輸
入
取
引
（
貨
物
割
）
に
つ
い
て
は
、

課
税
貨
物
に
か
か
る
消
欝
税
額
が
地

方
消
費
税
の
課
税
標
準
と
な
り
ま

す。
●
税
率
　
消
費
税
額
の
2
5
％
（
溝

質
税
率
換
算
で
1
％
相
当
）
　
で
す
。

●
申
告
・
納
付

用
事
業
者
は
、
消
費
税
と
同
一
の
申
告

書
・
納
付
葺
に
よ
り
、
溝
鎧
税
と
併

せ
て
同
時
に
地
方
綱
蹄
税
を
申
告
・

納
付
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

㈲
地
方
消
費
税
は
道
府
県
税
で
す
が
、

納
税
者
の
事
務
負
担
な
ど
を
勘
案
し

て
、
国
が
消
費
税
と
併
せ
て
執
行
す

る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

仕
入
税
額
控
除
の
適
用
要

件
が
改
正
さ
れ
ま
す

偉
人
税
額
漂
除
の
適
用
要
件
と
し
て

「
帳
簿
お
よ
び
請
求
書
等
」
の
保
存
が

必
要
に
な
り
ま
す
。
仕
入
れ
の
事
実
を

地
方
分
樋
の
の
推
進
や
地
域
福
祉
の

充
実
な
と
を
図
る
た
め
、
道
晴
県
税
と

し
て
、
新
た
に
地
方
消
費
税
が
創
設
さ

れ
ま
し
た
。

●
納
税
義
務
者

溝
礁
税
の
納
税
義
務
者
が
地
方
酒
質

税
の
納
税
義
務
者
と
な
り
ま
す
。

●
課
税
標
準

用
国
内
取
引
（
譲
渡
割
）
に
つ
い
て
は
、

納
付
す
べ
き
、
ま
た
は
遼
付
さ
れ
る

べ
き
満
雄
税
額
が
地
方
浦
鎧
税
の
謀



6つの撃退ポイント
悪質業者の勧誘に引つかかり、トラブルに巻き込まれないために

次の6つの撃退ポイントを覚えてくたさい。
★筒単にドアを開けずにまず聞こう　名前と目的を

あまりしつこいときは、「110番しますよ」の一言を。

★あやしいと他人の′ふところ聞く業者

お金があることが分かると、だましにかかるのか、悪質業者です。
★もうけたいと思うあなたの心に落とし穴

甘い話はこの世にないと、師に銘じてください。

★勇気をもちはっきり言おういりません

必要のない商品やサービスは、「いりません」の一言を。

★契約書　サインの前にまず誰かに相談しよう

契約書へのサインは、慎重にしましよう。身近な人に相談してから契約して
も、遅くはありません。

★よく考えうまく使おうクーリング　オフ

訪問販売は契約書を受け取ってから8日以内、マルチ商法は同じく20日以内
に書面で解約を申し出れば、原則として無条件で解約できます。舘約ができる

のは、この期間です。

新生活を間もなく迎えようとするみなさん、悪質業者に引つかかり、人生を狂
わせないように注意しましよう。

ま
も
な
く
桜
咲
く
4
月
　
　
－
　
　
進
学
、
就
職
の
シ
ー
ズ
ン
を
迎

え
ま
す
。

さ
て
こ
の
時
期
は
、
甘
い
言
葉
で
人
を
だ
ま
す
悪
質
業
者
が
、

あ
な
た
が
た
を
狙
い
ま
す
。
言
葉
巧
み
に
近
づ
き
、
必
要
の
な
い

高
額
な
商
品
や
サ
ー
ビ
ス
を
売
り
つ
け
る
の
で
す
。
特
に
お
年
寄

り
、
若
者
の
被
害
が
多
く
な
っ
て
お
り
、
こ
こ
数
年
、
手
口
は
ま

す
ま
す
巧
妙
と
な
っ
て
い
ま
す
。
引
っ
か
か
り
や
す
い
主
な
手
口

と
、
被
害
に
あ
わ
な
い
た
め
の
ポ
イ
ン
ト
を
紹
介
し
ま
す
。

ま
す
ま
す
巧
妙
に
な
る

悪
質
商
法
の
手
口

悪
質
商
法
と
は
、
簡
単
に
い
え
ば
人

の
弱
み
に
つ
け
こ
ん
た
り
、
夢
や
希
望

を
食
い
物
に
し
た
り
し
て
、
言
葉
巧
み

に
高
額
な
商
品
や
サ
ー
ビ
ス
を
売
り
つ

け
る
こ
と
で
す
。
そ
の
手
口
は
街
頭
で

声
を
か
け
て
き
た
り
、
家
に
訪
問
し
て

き
た
り
、
ダ
イ
レ
ク
ト
メ
ー
ル
や
電
話

を
か
け
て
き
た
り
す
る
な
ど
、
実
に
さ

ま
さ
ま
で
す
。
最
近
は
社
会
人
の
転
職

願
望
や
、
厳
し
い
就
職
戦
線
を
戦
っ
て

い
る
大
学
生
の
資
格
取
得
ブ
ー
ム
に
つ

け
こ
ん
だ
資
格
商
法
の
被
害
が
目
立
ち

ま
す
。
若
者
た
け
で
な
く
、
主
婦
や
お

年
寄
り
、
災
害
の
被
害
者
と
い
っ
た
弱

い
立
場
の
人
た
ち
に
タ
ー
ゲ
ッ
ト
を
絞

る
巧
妙
な
手
口
も
判
明
し
ま
し
た
。

「
悪
質
商
法
？
　
わ
た
し
に
は
関
係

な
い
わ
。
」
も
し
、
そ
の
よ
う
に
考
え

て
い
る
人
が
い
た
ら
ご
用
心
。
悪
質
商

法
の
魔
の
手
は
そ
ん
な
あ
な
た
の
心
の

す
き
間
に
忍
び
寄
っ
て
く
る
の
で
す
。

警
察
庁
が
発
表
し
た
　
『
生
活
経
済
事

犯
の
取
締
り
状
況
』
　
に
よ
る
と
、
平
成

1
年
中
に
「
悪
質
商
法
犯
」
と
し
て
検

挙
さ
れ
た
事
件
は
百
三
十
八
件
と
、
前

年
に
比
べ
て
約
十
四
％
増
え
て
い
ま

す
。
商
法
別
に
み
る
と
、
「
消
防
署
の

ほ
う
か
ら
き
た
」
と
言
っ
て
消
火
器
な

ど
を
買
わ
せ
る
「
か
た
り
商
法
」
や
、

お
客
を
興
奮
状
態
に
陥
れ
、
巧
み
な
話

術
で
布
団
や
医
療
器
具
な
ど
を
高
額
な

値
段
で
買
わ
せ
る
「
催
眠
（
S
F
）
商
法
」

が
目
立
ち
ま
す
。
ま
た
、
主
に
若
者
を

つ
け
狙
う
「
電
話
勧
誘
に
よ
る
資
格
商

法
」
　
の
被
害
も
依
然
と
し
て
後
を
絶
た

ず
、
そ
れ
ど
こ
ろ
か
ま
す
ま
す
悪
質
化

し
て
い
る
の
で
す
。

ま
す
。
「
金
も
う
け
が
で
き
る
」
「
高
級

車
が
買
え
る
」
な
ど
は
、
若
者
な
ら
だ

れ
で
も
か
な
え
て
み
た
い
夢
で
す
。
こ

れ
が
実
現
す
る
か
の
よ
う
な
甘
い
言
葉

で
近
づ
き
、
成
功
者
の
話
を
聞
か
せ
、

「
自
分
も
こ
う
な
れ
る
」
と
国
い
込
ま

せ
る
の
で
す
。

さ
ら
に
、
扶
餐
家
族
が
い
な
い
新
入

生
や
フ
レ
ッ
シ
ュ
マ
ン
た
ち
は
、
ア
ル

バ
イ
ト
や
仕
事
を
し
て
い
れ
ば
比
較
的

自
由
に
お
金
が
使
え
ま
す
。
そ
の
中
か

ら
、
少
額
の
ロ
ー
ン
を
組
ん
で
も
、
突

然
生
活
が
苦
し
く
な
る
と
い
う
こ
と
は

少
な
い
と
い
え
ま
す
。
悪
質
業
者
は
、

こ
こ
を
狙
っ
て
く
る
の
で
す
。

悪
質
商
法
の
被
害
に
あ
っ
た
り
、
脅

さ
れ
た
り
し
た
と
き
は
、
お
近
く
の
答

案
署
、
交
番
へ
ど
う
ぞ
。
な
お
、
消
費

者
セ
ン
タ
ー
な
ど
で
も
相
談
を
受

け
付
け
て
い
ま
す
の
で
、

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

将
来
の
夢
を
巧
み
に
利

用
す
る

悪
質
商
法
は
、
新
入
生
や
フ
レ

シ
ユ
マ
ン
な
ど
の
将
来
の

夢
を
巧
み
に
利
用
し
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九
州
大
会
出
場

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

遠
賀
南
中
女
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部

の
皆
さ
ん

運
質
南
中
写
校
女
子
ハ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
の
皆
さ
ん
が
、
2
月

9
・
日
日
に
大
野
城
常
総
合
体
育
鮪
で
行
わ
れ
た
県
大
会
で
準
優

勝
し
、
念
願
の
九
州
大
会
出
場
　
（
3
月
2
6
H
～
2
8
H
　
佐
質
無
給

合
体
育
館
）
　
を
果
た
し
ま
し
た
。
選
手
の
碑
さ
ん
は
、
現
在
大
会

に
向
け
て
猛
練
習
中
た
と
い
、
つ
こ
と
で
す
。
選
手
の
皆
さ
ん
、
九

州
大
会
出
場
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
大
会
で
の
ご
健
闘
を
お

祈
り
し
ま
す
。

町
の
キ
ャ
ン
プ
場
に
上
屋
施
設
を
寄
贈

ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
を
指
導
さ
れ
て
い
る

坂
本
武
さ
ん
　
（
若
松
）

遠
賀
総
合
運
動
公
園
内
キ
ャ
ン
プ
場
の
共
同
炊
事
場
に
、
ボ
ー
イ
ス

カ
ウ
ト
を
指
導
さ
れ
て
い
る
坂
本
武
さ
ん
　
（
若
松
）
　
か
ら
上
屋
施
設
の

寄
贈
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
キ
ャ
ン
プ
中
の
暑
い
日
差
し
、
繭

等
を
防
く
こ
と
が
で
き
、
子
供
会
、
子
供
会
育
成
会
の
野
外
活
動
も
大

い
に
助
か
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
こ
の
坂
本
さ
ん
の
好
意
に
対
し
て
、
町

か
ら
感
謝
状
が
送
ら
れ
ま
し
た
。
坂
本
さ
ん
、
寄
贈
あ
り
が
と
う
こ
き

い
ま
し
た
。
今
後
の
ま
す
ま
す
の
こ
活
躍
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

一
年
間
の
活
動
お
つ
か
れ
さ
ま
で
し
た

家
庭
教
育
学
級
開
講
式

2
月
2
1
日
に
広
渡
小
学
校
図
晋
室
で
、
家
庭
教
育
掌
紋
の
開

講
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
日
は
逼
質
町
教
育
相
談
員
の
毛
利
孝
輔
先
生
に
よ
る
講

演
「
家
庭
教
育
　
今
問
わ
れ
て
い
る
も
の
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

そ
の
あ
と
開
講
式
が
行
わ
れ
、
受
講
生
の
皆
さ
ん
に
修
了
証

葺
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。
受
講
生
の
皆
さ
ん
、
．
年
間
の
活
動

お
疲
れ
ざ
ま
で
し
た
。
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因間口囲肋間関（○数字は順位、敬称略）

健康マラソン大会
2月9日　遠賀総合運動公園周辺道路

患

〔男子の部〕▽小学1年（D斉藤亮良（D林輔台③堀田和秀▽同2年①
桜木亮太（D松川百樹③大谷昌戌▽同3年①憤慨一一一郎②Iii根偉人③松

田一輝▽同4年①松野友彦②財前貯男（D薄井貴史▽同5年①福井浩
（9時松順③西川周作▽同6年①中野一柳②松野雄介（D草間充正▽中

学1年①倉成浩司（動師弟大介③横海賀司▽同2・3年①中西健太②
福井卓③斉藤充良▽一般40鮫未満▽①小川恵一②割田芳見（動杉本千

葉裕▽同40歳以上①勝煎②押し」幹夫▽同45歳以上①高橋突刺②軽減

喜久雄③安藤貞次郎▽同50巌以上①池田紀元

〔女子の部〕▽小学1年①和田智恵美②成住美里③坂本智美▽同2
年①蕨岡有希子②横溝美紀（D種田長里▽同3年（D高崎彩②商裕子③

柴田葉菜▽同4年①喜入瑞央②松本千住③遠藤さゆり▽同5年①金
澤典子②矢野愛恵③山本和美▽同6年①松本亜子②天津裕子▽中学
1年①武田英梨（②西之源まり子③宮下夕記▽同2・3年①港町伊郁

子②Iii辺帥圭③藤内乃梨子▽・般35歳未満①嶋田捻子（砂原出由美③

森永久美子▽同35歳以上（D深野久代（D平田弘美▽同40歳以士（D石Iii

英子▽同50霞以上①阿部知子②安藤れい子

楽
し
か
っ
た
一
か
月
間
の
講
習
会

パ
ソ
コ
ン
教
室
　
開
講
式

1
月
2
0
日
か
ら
違
質
中
孝
枝
で
行
わ
れ
た
パ
ソ
コ
ン
教
室
が
、
2
月

2
0
日
で
終
了
し
、
同
日
閉
講
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

受
講
生
∴
十
人
は
、
パ
ソ
コ
ン
は
初
め
て
と
い
う
人
ば
か
り
で
し
た

が
、
．
か
月
間
の
講
習
で
み
る
み
る
う
ち
に
上
達
し
、
ワ
ー
プ
ロ
ソ
フ

ト
を
使
っ
た
基
本
操
作
や
、
文
呼
作
成
の
技
術
を
溜
持
し
ま
し
た
。
受

講
生
の
皆
さ
ん
、
．
か
月
間
の
講
習
お
疲
れ
さ
ま
で
し
た
。

少
年
サ
ッ
カ
ー
　
F
C
．
A
I
M
O
O
N

の
皆
さ
ん

1
月
3
1
日
に
、
少
年
サ
ッ
カ
ー
チ
ー
ム
の
F
C
．
A
I
M
O
O
N

の
皆
さ
ん
が
役
場
を
訪
れ
、
町
長
に
九
州
大
会
出
場
の
報
告
を
行
い

ま
し
た
。
同
チ
ー
ム
は
、
1
2
月
に
行
わ
れ
た
北
九
州
地
区
予
選
で
二

位
、
1
月
に
行
わ
れ
た
福
岡
県
予
選
で
三
位
と
な
り
、
見
事
九
州
大

会
用
場
を
決
め
ま
し
た
。
2
月
8
日
、
9
日
に
行
わ
れ
た
九
州
大
会

で
は
、
惜
し
く
も
準
決
勝
で
敗
れ
ま
し
た
が
、
三
位
決
定
戦
が
3
月

1
6
日
、
小
郡
陸
上
競
技
場
で
行
わ
れ
ま
す
。

F
C
．
A
－
M
O
O
N
の
常
さ
ん
、
九
州
大
会
出
場
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
三
位
決
定
戦
で
の
ご
健
闘
を
お
祈
り
し
ま
す
。

九
州
大
会
出
場

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す



編集

遠賀町民学習ネットワーク事業
運営委員会

〒811－43遠賀町大字今古賀513番地

中央公民館内℡093（293）1355

イ

健康で豊かな体験

人生最高の贈り物

〃」 

l∴∴∴ 

竃 　　　薮 

∴「「∴ 1 ）＼「ニーii：ミ ：∴ i／木＼ 

あ
な
た
の
豊
か
な
人
生
体
験

『
い
き
い
き
ふ
れ
あ
い
学
級
』
　
が

つ
く
り
ま
す

『
い
き
い
き
ふ
れ
あ
い
学
級
』
　
に

多
く
の
参
加
希
望

町
民
の
み
な
さ
ん
が
、
楽
し
い
人
生
体
験
を
つ
く
る
「
生
き
が
い

づ
く
り
」
　
の
キ
ッ
カ
ケ
に
し
て
い
た
だ
こ
う
と
、
前
号
（
1
7
号
）
　
で

『
い
き
い
き
ふ
れ
あ
い
学
級
』
　
に
参
加
し
ま
せ
ん
が
と
、
学
級
開
設

の
ご
案
内
と
、
参
加
希
望
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
へ
の
ご
協
力
を
お
願
い

い
た
し
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
参
加
希
望
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に
、
2
9
人
の
み
な
さ

ん
が
『
い
き
い
き
ふ
れ
あ
い
学
級
』
　
に
参
加
し
た
い
と
、
希
望
さ
れ

『
着
付
け
』
　
に
日
大
の
参
加
希
望
者

平
成
9
年
度
の
　
『
い
き
い
き
ふ
れ
あ
い
学
級
』
　
の
参
加
を
希
望
さ

れ
た
人
は
、
8
年
度
と
同
様
に
、
多
く
の
学
習
項
目
に
分
か
れ
て
、

そ
の
中
で
、
最
も
多
か
っ
た
希
望
の
項
目
は
　
『
着
付
け
』
　
で
、
日
大

の
方
が
希
望
さ
れ
ま
し
た
。

次
に
希
望
の
多
か
っ
た
の
は
、
毛
筆
習
字
漢
字
、
毛
筆
習
字
か
な
、

茶
道
、
華
道
が
そ
れ
ぞ
れ
2
人
、
そ
の
ほ
か
は
、
ア
ー
ト
フ
ラ
ワ
ー
、

盆
栽
園
芸
、
英
会
話
、
簿
記
、
ペ
ン
習
字
、
テ
ニ
ス
、
庭
木
の
手
入
れ
、

お
菓
子
づ
く
り
、
面
づ
く
り
、
カ
ラ
オ
ケ
が
そ
れ
ぞ
れ
1
人
で
し
た
。

こ
の
結
果
か
ら
　
『
着
付
け
』
学
級
　
（
1
0
人
程
度
が
適
切
な
学
級
）

を
開
設
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
参
加
希
望
調
査
に
参
加
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
方
々
に
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

『
着
付
け
』
学
級
は
、
日
大
の
み
な
さ
ん
で
開
設
を
い
た
し
ま
す
。

間
組
の
日
時
　
　
　
4
月
1
9
日
（
土
）
午
後
2
時
か
ら

〃
　
塚
所
　
　
　
中
央
公
民
館
1
階
　
和
室
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園圏閣図画圏
インターネットで

ティーとチャイとチヤ！

Tea．ChaiandChaontheInternet．

アジアを旅した方ならば、チャイという言葉を一度は

聞いたことがあるのではないでしょうか。スパイスの香

り漂う、なんともエキゾチックな紅茶。それが、チャイ。

もともとは、中国の広東地方から伝えられたもので、広

東語でチヤ（茶）と発音します。それが、シルクロード

を渡って来る間になまってチャイとなったといいます。

ところで、紅茶（tea）といえば、やはりイギリスで

すね。イギリス人の生活に密義した紅茶ですが、もとも

とは、14世紀ころ（9）に中国から海を渡ってやって来

たというのは、みなさんご存じですよね。このときのお

茶の産地が福建省で、福建語でお茶は、テェと発音しま

す（らしい）。それが海を渡る間に、なまってイギリス

に着いたころにティ（tea）になったといいます。

つまり、ティ（tea）とチャイ（chal）は、もともと

同じものたったのですね。どちらも中国から伝わったも

のですが、一方は陸路（中央アジアを通って北アフリカ

へ）、一方は海路（イギl）ス経由でヨーロッパへ）を通っ

て来るうちに、二つの違った呼び方で紅茶文化が世界中

に広がっていったのですね。

このような歴史に関する情報をInternet（インター

ネット）で探すことは、とても簡単です。

www teaはIk comを打つだけで、あなたはすぐに厄a

霊∵なれますi／後衛，

「ヽ

定
期
的
に
中
央
公
民
館
を

利
用
希
望
の
学
習
グ
ル
ー
プ

の
登
録
を
受
け
付
け
ま
す

中
央
公
民
館
で
は
、
い
ま
、

4
月
か
ら
定
期
的
に
利
用
さ
れ

る
学
習
グ
ル
ー
プ
の
登
録
を
受

け
付
け
て
い
ま
す
。

新
し
く
、
定
期
的
に
利
用
を

希
望
さ
れ
る
1
0
人
以
上
の
学
習

グ
ル
ー
プ
は
、
中
央
公
民
館
の

事
務
室
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

閉
級
の
日
　
　
6
月
2
8
日
（
土
）

1
学
級
を
編
成
が
で
き
な
か
っ
た
他
の
学
習
項
目
を
希
望
さ
れ
た

み
な
さ
ん
へ
は
、
す
で
に
町
内
で
活
動
の
グ
ル
ー
プ
な
ど
を
ご
紹
介

し
ま
し
た
。

『
い
き
い
き
ふ
れ
あ
い
学
級
』
　
は
、
1
0
回
の
中
央
公
民
館
講
座
と

し
て
、
中
央
公
民
館
が
必
要
な
経
費
を
負
担
し
て
開
く
も
の
で
、
特

に
、
テ
キ
ス
ト
な
ど
購
入
が
必
要
な
と
き
は
、
参
加
者
で
負
担
し
て

い
た
だ
き
ま
す
。

1
0
回
の
学
習
を
終
了
し
た
後
は
、
学
習
し
た
グ
ル
ー
プ
が
そ
の
ま

ま
自
主
的
学
習
活
動
を
続
け
て
い
た
だ
き
ま
す
。

『
着
付
け
』
学
級
を
開
き
ま
す
飢
髄

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
と
し

て
、
町
民
の
み
な
さ
ん
の
生
涯

学
習
・
生
き
が
い
づ
く
り
の
お

手
伝
い
を
し
て
い
た
だ
く
有
志

指
導
者
と
し
て
　
『
紙
つ
く
り
』

の
岩
見
倉
雄
さ
ん
（
木
守
）
が
、

新
し
く
加
わ
ら
れ
ま
し
た
。

学
習
の
時
間

毎
週
土
曜
日
の
午
後
2
時
か
ら
4
時
ま
で

全
日
回
（
5
月
3
日
は
、
お
休
み
で
す
）

新
し
い
有
志
指
導
者

ご
紹
介



くらしの

資源保護のため

金あき缶は㊧
リサイクルへ

役場293－1234

中興公民後

辰和ピーだより

●最悪備品

水墨画

●昌泰南面

3月郷日（金）まで

環境整備センター
（広域行政組合委託）

の女子事務員を

募集します
●採用音数1人

●給料　当社規定による

●賞与　年2回、退職金および各

種保険有り
●年齢　40歳まで

※希望者は履歴書を郵送してくだ

さい。面接日を通知します。

●締切日　3月20日（必着）

●郵送先・問い合わせ

〒807－01遠賀郡芦屋町粟屋

（有1環境整備センター

℡（223）0402

・f‾

固定資産課税台帳の
統覚を行います

税務課固定資産税係

地方税法の規走により、平成9年度

固定資産課税台帳の縦覧を行います。

自分の土地や家屋の課税台帳を確かめ

ましょう。特に昨年、家の新築・増築、

土地の売買など固定資産に異動があっ

た人は、ぜひご覧ください。所有者以

外の人が縦覧する場合は、委任状が必

要です。電話による価格などの問い合

わせはできません。

●縦覧期間　4月1日から21日まで

（土・日曜日を除く）

●縦覧時間　午前8時30分から午後5

時まで
●縦覧場所　役場税務課固定資産税係

窓口

※平成9年度固定資産税の納付詩は5

月中旬に発送し、第一期の納期限は

5月31日です。

遠
賀
・
中
間
地
域
広
域
行
政
事
務
組

合
の
連
投
工
事
、
連
投
コ
ン
サ
ル
タ

ン
ト
、
物
品
、
そ
の
蟹
昼
椅
撰
結

業
務
の
入
札
答
参
那
賀
招
蕃
重
申
請

書
（
指
名
膜
）
を
受
け
付
け
ま
す
。

遠
賀
・
中
間
地
域
広
域
行
政
事
務
組

合
で
は
、
平
成
9
・
1
0
年
度
分
の
指
名

願
を
下
記
の
要
領
で
受
け
付
け
ま
す
。

●
受
付
期
間
　
4
月
3
日
か
ら
4
月
5
0

日
ま
で
の
午
前
8
時
0
0
分
か
ら
午
後

5
時
ま
で
　
（
土
曜
・
日
曜
日
お
よ
び

祝
日
を
除
く
）

●
受
付
楊
所
　
遠
賀
・
中
間
地
域
広
域

行
政
事
務
組
合
　
組
合
事
務
所
　
（
遠

賀
郡
遠
賀
町
大
字
今
古
賀
六
〇
三
－

一
）

●
そ
の
他
　
広
域
事
務
組
合
事
務
所

で
、
指
名
願
の
提
出
要
領
お
よ
び
指

定
様
式
を
平
成
9
年
3
月
か
ら
準
備

し
て
い
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
組
合
総
務
課
財
政
係

℡
　
（
2
9
3
）
　
3
5
8
1
　
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
と
き
　
3
月
2
4
日
　
（
月
）
　
午
後
1
時

5
0
分
～
3
時
0
0
分
　
（
受
付
＝
午
後

1
時
か
ら
）

●
と
こ
ろ
　
福
岡
県
遠
賀
保
健
所
　
会

議
室

●
講
演
　
「
病
気
に
つ
い
て
学
ぶ
」

●
料
金
　
無
料

●
問
い
合
わ
せ
　
福
岡
県
遠
賀
保
健
所

保
健
予
防
課
　
℡
　
（
2
0
1
）
　
4

1

6

1

消
火
器
善
の
悪
質
販

売
、
点
検
業
者
l
こ
注

意
を
！

ホ
テ
ル
や
病
院
お
よ
び
工
場
な
ど

色
々
な
事
業
所
で
は
、
消
防
法
に
よ
り

消
火
器
等
の
消
防
用
設
備
の
設
置
や
点

検
な
ど
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
こ
れ
ら
の
設
備
は
、
科
学
技
術

の
発
達
に
伴
い
設
備
の
規
格
が
改
正
さ

れ
ま
す
。
こ
の
場
合
一
定
の
猶
予
期
間

を
過
ぎ
ま
す
と
型
式
失
効
と
な
り
設
備

そ
の
も
の
を
新
た
に
設
置
し
な
く
で
は

な
り
ま
せ
ん
。

と
こ
ろ
が
昨
年
末
よ
り
県
内
に
お
い

て
、
各
事
業
所
を
訪
問
し
消
火
器
の
販

売
、
点
検
を
行
い
多
額
な
料
金
を
請
求

す
る
悪
質
な
業
者
が
出
現
し
て
い
ま
す
。

手
口
は
、
失
効
し
て
い
な
い
消
火
器

を
、
失
効
し
て
い
る
の
で
取
り
替
え
が

必
要
で
あ
る
と
偽
り
高
額
な
料
金
を
請

求
す
る
も
の
で
す
。

こ
の
よ
う
な
業
者
に
だ
ま
さ
れ
な
い

よ
う
に
十
分
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。
型

式
失
効
で
あ
る
か
不
明
な
場
合
は
、
遠

賀
郡
消
防
署
予
防
課
　
℡
　
（
2
9
3
）

8
1
2
5
　
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さい。福
岡
県
害
少
年
科
学
館

に
出
か
け
ま
せ
ん
か

福
岡
県
青
少
年
科
学
館
は
、
二
階
「
乗

り
物
と
技
術
の
歴
史
コ
ー
ナ
ー
」
を
新

装
し
、
3
月
2
0
日
（
木
）
に
開
館
し
ま
す
。

中
で
も
目
玉
は
　
「
フ
ラ
イ
ト
シ
ミ
ユ

レ
ー
ダ
ー
」
で
す
。
こ
れ
は
実
際
の
飛

行
機
に
乗
っ
て
操
縦
し
て
い
る
よ
う
な

リ
ア
ル
な
感
覚
を
再
現
す
る
本
格
的
な

装
置
で
す
。
九
州
で
は
は
じ
め
て
登
場

す
る
も
の
で
す
。
そ
の
他
に
も
い
ろ
い

ろ
な
新
展
示
物
が
お
目
見
え
し
ま
す
の

で
、
ど
う
ぞ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

●
交
通
案
内

◇
J
R
久
留
米
駅
か
ら
西
鉄
ハ
ス
2
1
、

2
3
番
系
統
乗
車
、
科
学
館
前
下
車

◇
西
鉄
久
営
米
駅
か
ら
徒
歩
十
三
分

◇
九
州
自
動
車
道
久
留
米
イ
ン
タ
ー
か

ら
五
分
　
（
車
）

●
開
館
時
聞
　
平
日
　
午
前
9
時
0
0
分

～
午
後
4
時
5
0
分

日
・
祝
日
　
午
前
9
時
3
0
分
～
午
後

5
時
　
（
月
曜
日
と
毎
月
最
終
火
曜
日

は
休
館
）

●
入
館
料
一
般
四
百
円
、
児
童
・
生

徒
二
百
円
　
（
毎
月
第
二
・
四
土
曜
日

は
高
校
生
以
下
は
無
料
）

●
問
い
合
わ
せ
　
同
科
学
館
　
久
留
米

市
京
橋
原
町
一
七
一
三
　
（
中
央
公
園

内
）
　
℡
0
9
4
2
　
（
3
1
）
　
5
5
6

6



新しい国民健康牒険証
を交付します

今お持ちの国民健康保険被保険者証は、3月

31日で有効期限が切れます。新しい保険証を

次の通り交付します。

●とき　3月24日（月）一28日（会）午前9時

から午後4時まで

●ところ　役場玄関ホール

●持ってくるもの　保険証（緑色）と印鑑

※遠隔地の学生など家族とは別に保険証をお持

ちの人は、申請書（住民課国保年金係にあり

ます）に学生証の写

し、または在学証明諒

を添付し、印鑑を持参

の上、国保年金係で手

続きをしてくたさい。

問い合わせ

住民課国保年金係

「平成8年度遠賀・

中間地区老人大学
講座のあゆみ」が
できました。

受講生の人は遠賀町

中央公民館にお越しく

ださい。

「野草＆バードウオッチング」

に参加しませんか
春の訪れは美しい季節の始まりです。色々な生き物が躍動を始める季節

でもあります。さあ！私たちも屋外に出て、初春の野草と野鳥をウオッチ

ングしてみましょう。

●とき　3月30日（日）午前10時一午後3時30分（受付は午前9時30分から、

小雨決行）
●集合場所　浅木公民館の前庭（地図参照）
●参加資格　なし（小学校低学年以下は要保護者）
●特番品　弁当、水筒、双眼鏡（あ

る人のみ）、ビニール袋、タオル、

小刀、その他（昼食時には、野草
を天ぷらにして試食予定。）

●参加費　300円（1人）、保険料を

含む
●申込締切　3月27日（木）

●申込み先　野中さん　℡（29

3）2065　または遠賀コミュ

ニティーセンター　℡（293）

6525　へお電話でとうそ

●主催　遠賀レクリエーションの会

●後援　遠賀町教育委員会

心配ごと相談（弁護
士相談）があります

●と　き　3月24日（月）

午後1時～4時

●ところ　ふれあいの里センター

●問い合わせ

社会福祉協議会

℡（293）0430
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●
科
目
　
経
理
　
（
初
級
）
・
ワ
ー
プ
ロ

●
定
員
　
三
十
人

●
参
加
資
格
　
就
業
希
望
の
女
性
（
新

卒
者
は
除
く
）

●
と
き
　
4
月
2
3
日
か
ら
6
月
1
7
日
ま

で
の
主
に
火
・
木
・
金
曜
日
　
午
前

1
0
時
か
ら
午
後
4
時
ま
で
　
（
二
上
－

日
間
）

●
と
こ
ろ
　
北
九
州
勤
労
青
少
年
文
化

セ
ン
タ
ー
（
北
九
州
市
小
倉
北
区
井

堀
五
丁
目
．
I
三
）

●
受
講
料
　
無
料
（
た
だ
し
教
材
費
は

受
講
者
負
担
）

●
申
込
受
付
　
3
月
2
1
日
、
3
月
2
4
日

の
午
前
9
時
か
ら
午
後
5
時
ま
で
に

お
砥
話
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

申
込
時
に
面
接
日
時
を
指
定
し
、
面

接
後
に
選
考
し
ま
す
。

●
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ

福
岡
県
女
性
就
業
援
助
セ
ン
タ
ー
筑

豊
支
所
　
℡
0
9
4
8
　
（
2
3
）
　
4

1
－
L
J
6

技
緬
講
習
会
l
こ
参
加

し
ま
せ
ん
か

西
宮
市
で
は
、
災
害
復
興
3
か
年
計

画
に
基
づ
き
、
恒
久
住
宅
の
早
期
建
設

に
着
手
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
各
種
の

生
活
支
援
策
を
創
設
し
、
被
災
者
の
皆

様
に
、
田
宮
市
に
戻
っ
て
い
た
だ
く
た

め
の
施
策
を
実
施
中
で
す
。

被
災
地
か
ら
遠
く
離
れ
、
な
に
か
と

情
報
が
届
か
ず
、
さ
ま
ざ
ま
な
こ
と
で

お
悩
み
の
こ
と
と
思
い
ま
す
。
ど
ん
な

こ
と
で
も
結
構
で
す
。
西
富
市
に
お
た

ず
ね
く
だ
さ
い
。

◆
相
談
窓
口

①
住
宅
相
談
　
仮
設
住
宅
対
策
室

℡
0
1
9
8
　
（
2
6
）
　
8
5
9
2

西
富
事
住
宅
部

℡
0
1
9
8
　
（
3
5
）
　
3
1
2
2

②
そ
の
他
相
談

西
宮
市
府
民
相
談
課

か
0
1
9
8
　
（
3
5
）
　
3
1
0
0

◆
相
談
窓
口
開
設
日
時
　
祝
日
を
除
く

毎
週
月
曜
日
か
ら
金
曜
日
ま
で
の
午

前
9
時
か
ら
牛
後
5
時
ま
で

阪
神
淡
路
大
震
災
に
よ
り

茜
雲
巾
で
被
災
き
れ
た
方
は

い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
せ
ん
か



あわびと訂正：2月10号に娼載した遠賀のむかしはなし（九話）の中に一部誤りがありましたので、おわびし、つきのとおり訂正します。

本文1－2行目「今から三百二十年も昔に」を「今から約三百三十年も苦に」。

広報おんがでは、4月10日号で

春のサークル会員募集記事の掲載

を予定しています。希望されるサ
ークルは、次の内容を踊紙に記入

して3月19日（水）までに役場企

画調整係へ申し込みください。

園内　密書

サークルの名称

紹介文（60字以内で）

練習日と時間

練習場所

対象者

費用（会費は年会費か月会費

か、入会金の要不要など）

申込先（住所、氏名、電話番号）

サークルのジャンルは問いません

が、営利を目的とする教室などの

掲載はお断りします。

音問い合わせ音

企画課企画調整係へ

4月1日から1週間の

法定労働時間は40時間
特例事業場を除き1週間の労働時間

はすべての事業場で40時間となりま

す。

労働時間短縮に取り組みましょう。

●問い合わせ　北九州西労働基準監督

署　℡（622）6550

折尾警察署庁舎移転のお知らせ
建設中であった折尾欝葉音新庁舎が、このたび完成いたしました。所在地は次のと

おりです。なお、3月31日（月）午前8時30分から新庁舎での業務を開始いたします。

◇新庁舎所在地

〒807　北九州市八幡西は光明1丁目6－6

℡（691）0110（電話番号は、現存と変わりません）

新庁舎付近見取図

回折尾束小学校

0折尾警察署新庁舎

◆借金。であることを忘れずiこ

遠賀郡消防本部 救急・火災概況 �し虫真る四がにきた‾表出なすはがしい即 ∴「∴∴∴∴：∴∴∴：∴「JP 「∴∴∴∴喜 確i速○持あよまちかかててきとにい かスく気締りつま取らら繁夫たイ破く めをな湿すまてだ細田戻頼り 
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救急遠賀町………38件 郡内………250件 火災遠賀町…………0件 郡内…………4件 

∴∴∴「∴∴∴子音 に防’な、 火災の問い合わせは ℡（293）3921 
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ン
ダ
ー
の
電
話
番
号
も
忘
れ
ず
に
。
簡

単
に
不
正
使
用
さ
れ
な
い
た
め
に
も
、

暗
証
番
号
を
ひ
と
ひ
ね
り
し
て
お
き
ま

し
ょ
う
。
誕
生
日
や
瑠
話
番
号
な
と
は
、

免
許
証
と
一
緒
に
落
と
し
た
と
き
に
被

害
に
通
い
や
す
い
の
で
、
避
け
た
方
が

気
づ
く
の
が
遅
れ
る
可
能
性
が
あ
り
ま

す
。
カ
ー
ト
は
目
的
に
合
わ
せ
た
メ
イ

ン
カ
ー
ト
に
絞
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
、
つ
。

呼
び
名
は
ク
レ
ジ
ッ
ト
で
も
、
そ
れ

が
自
分
の
借
金
で
あ
る
こ
と
を
忘
れ
な

い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

ら
、
第
三
者
に
不
正
使
用
さ
れ
な

い
よ
う
、
直
ち
に
カ
ー
ト
会
社
と

警
察
に
連
絡
を
入
れ
、
無
効
の
手

続
き
を
と
り
ま
し
ょ
う
。
届
け
出

前
に
使
用
さ
れ
て
し
ま
っ
て
い
て

も
、
盗
難
保
険
に
入
っ
て
い
れ
ば

損
害
額
が
戻
っ
て
き
ま
す
。
カ
ー

ト
会
社
の
紛
失
・
盗
難
係
の
電
話

番
号
は
必
ず
控
え
て
お
き
ま
し
ょ

う
。
特
に
海
外
旅
行
へ
出
掛
け
る

と
き
は
、
旅
行
先
の
サ
ー
ビ
ス
セ

い
う
事
態
に
陥
っ
た

た
り
、
新
し
い
カ
ー
ト
が
前
の
住

所
に
送
ら
れ
て
事
故
に
つ
な
が
る

可
能
性
も
あ
る
の
で
、
注
接
し
て

く
だ
さ
い
。

ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ト
は
銀
行
や

百
貨
店
な
と
実
に
多
く
の
会
社
が

発
行
し
て
い
ま
す
。
簡
単
に
作
れ

る
か
ら
と
、
勧
め
ら
れ
る
ま
ま
一

枚
、
三
枚
と
複
数
の
カ
ー
ト
を
持

つ
人
が
い
ま
す
が
、
そ
れ
だ
け
年

会
艶
が
か
さ
ん
で
不
経
済
な
上
、

い
ざ
と
い
う
時
、
紛
失
や
盗
難
に

サ
ィ
ン
ひ
と
つ
で
手
軽

に
買
い
物
が
で
き
る
ク
レ

シ
ソ
ト
カ
ー
ト
。
で
も
、

手
軽
な
だ
け
に
使
い
方
に

注
意
も
必
要
。

方
‥
　
紛
失
や
盗
難
と

賢
明
で
す
。

う
っ
か
り
し
が
ち
な
の
が
、
引
っ
越

し
後
の
住
所
変
更
届
。
住
所
が
変
わ
っ

た
ら
、
銀
行
た
け
で
な
く
カ
ー
ド
会
利

に
も
届
け
出
が
必
要
で
す
。
届
け
出
を

忘
れ
る
と
、
カ
ー
ド
が
使
え
な
く
な
っ


